
九
星
と
易
断
に
よ
る

十
二
月
・
一
月
の
運
勢

気
学
で
は
子
の
十
二
月

十
二
月
七
日
（
大
雪
）
節
入

生
気

破

ア

天
道

気
学
で
は
丑
一
月

一
月
六
日
（
小
寒
）
節
入
り

天
道

破ア

生
気

十
二
月
筮
ー
坤
為
地
の
六
五

一
月
筮
ー
風
沢
中
孚
の
九
五

忙
し
さ
に
紛
れ
る
ぐ
ら
い

の
師
走
。
雑
用
な
ど
多
い
が

楽
し
さ
も
あ
り
。
体
調
整
え

て
お
く
。
周
囲
か
ら
の
相
談

事
は
軽
く
済
ま
せ
る
。
日
常

生
活
は
今
の
ま
ま
で
安
心
無

事
。
家
庭
優
先
と
出
金
節
減
。

疲
労
、
血
圧
と
脈
、
視
力
弱
。

一
月
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で

進
め
る
。
本
音
で
話
せ
ば
わ

か
る
が
失
言
中
旬
。
仕
事
は

先
手
取
り
、
交
渉
事
は
先
方

の
本
丸
攻
め
る
。
開
運
は
春

夏
頃
に
改
善
の
兆
し
あ
り
吉
。

風
邪
、
気
疲
れ
、
腰
痛
怠
さ
。

十
二
月
筮
ー
地
沢
臨
の
六
三

一
月
筮
ー
沢
雷
随
の
上
六

暮
の
用
事
は
多
く
て
ん
て

こ
舞
い
。
大
事
は
用
件
か
ら

処
理
。
仕
事
は
年
越
し
の
恐

れ
あ
り
。
家
庭
安
着
、
愛
情

安
心
で
和
や
か
な
ム
ー
ド
。

親
子
の
絆
を
結
ぶ
が
対
人
面

の
気
苦
労
続
く
。
金
運
節
約
。

冷
え
風
邪
、
頭
痛
、
神
経
面
。

一
月
は
ご
機
嫌
を
貫
ぬ
く

心
掛
け
。
人
の
付
き
合
い
に

気
遣
い
忘
れ
ず
。
仕
事
は
責

任
を
有
す
る
の
で
慎
重
に
。

金
運
や
や
派
手
目
、
家
庭
団

欒
は
中
旬
、
開
運
は
家
庭
か

ら
三
人
で
築
く
。
健
康
良
好
。

十
二
月
筮
ー
雷
沢
帰
妹
六
五

一
月
筮
ー
風
地
観
の
六
二

歳
末
風
景
は
早
々
と
過
ぎ

て
往
く
。
公
私
に
気
の
緩
み

が
あ
り
後
手
に
回
る
か
も
。

旧
友
と
の
再
会
、
年
賀
状
の

再
開
な
ど
。
住
居
や
厨
房
の

取
り
扱
い
に
用
心
。
金
銭
は

詰
ま
ら
な
い
雑
費
多
し
。
歯

の
ど
、
節
々
、
寝
不
足
な
ど
。

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

前
進
す
る
た
め
の
見
通
し
を

立
て
る
。
喜
こ
ぶ
こ
と
二
つ

来
た
る
。
仕
事
は
急
進
さ
け

継
続
を
図
る
。
金
運
は
出
入

り
多
し
。
開
運
は
本
業
専
念

努
力
を
続
け
る
こ
と
で
好
機
。

十
二
月
筮
ー
雷
沢
帰
妹
九
二

一
月
筮
ー
火
水
未
済
の
六
三

年
の
暮
れ
、
大
晦
日
ま
で

の
決
算
は
心
配
な
し
。
予
定

外
の
用
事
は
手
間
が
か
か
る
。

減
る
も
の
は
良
く
増
え
る
も

の
悪
し
。
家
庭
安
心
、
新
規

仕
事
は
実
り
少
な
い
。
金
銭

は
出
し
損
な
う
か
忘
れ
物
あ

り
。
不
調
、
過
労
、
慢
性
症
。

三
賀
日
を
心
豊
か
に
過
ご

す
。
新
年
に
は
希
望
目
標
が

沸
き
上
が
る
で
し
ょ
う
。
仕

事
は
口
頭
の
約
束
さ
け
書
面

で
纏
め
る
。
ま
た
内
面
が
悪

い
こ
と
。
開
運
は
時
機
を
待

れ
ば
叶
う
。
今
後
体
調
管
理
。

十
二
月
筮
ー
山
水
蒙
の
六
四

一
月
筮
ー
雷
火
豊
の
上
六

日
々
が
重
な
る
年
の
暮
、

多
事
多
用
で
骨
が
折
れ
る
の

で
慎
重
に
。
新
規
成
約
を
果

た
す
よ
り
未
処
理
対
策
。
書

類
関
係
の
不
備
、
住
所
録
の

訂
正
、
金
銭
収
支
は
確
認
、

予
期
し
な
い
喜
こ
び
あ
り
。

循
環
器
、
歯
と
目
、
神
経
。

初
春
を
祝
い
な
が
ら
英
気

を
養
う
。
何
事
も
急
が
ず
ゆ
っ

く
り
と
往
く
。
仕
事
は
要
決

断
、
家
庭
に
和
楽
、
部
下
目

下
に
気
を
配
る
。
金
運
は
裏

か
ら
出
費
あ
り
。
人
に
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
で
道
開
く
。

十
二
月
筮
ー
水
地
比
の
六
三

一
月
筮
ー
水
天
需
の
六
四

一
年
の
終
り
に
当
り
思
い

は
こ
も
ご
も
山
角
。
取
り
敢

え
ず
整
理
整
頓
し
て
年
越
し
。

懸
案
問
題
を
先
に
処
理
、
情

が
絡
む
の
で
お
手
柔
ら
か
に
。

仕
事
の
話
し
は
中
身
は
薄
い
。

家
事
の
改
善
と
孫
子
の
慈
愛
。

冷
え
風
邪
、
胃
腸
、
足
腰
。

お
正
月
の
仕
来
た
り
に
合

わ
せ
る
。
縁
起
担
ぎ
の
初
詣
。

年
初
仕
事
良
し
、
親
戚
縁
者

義
理
が
ら
み
、
ウ
ル
サ
イ
事

に
は
蓋
す
る
。
公
私
に
締
め

く
く
り
の
時
を
待
つ
。
今
の

希
望
は
意
思
強
く
進
む
開
運
。

十
二
月
筮
ー
水
地
比
の
九
五

一
月
筮
ー
雷
風
恒
の
六
五

松
の
緑
の
年
回
り
に
も
吉

凶
の
二
心
あ
れ
ど
暮
は
閉
じ

て
置
く
。
何
故
か
予
定
行
事

が
変
り
や
す
く
成
行
に
任
せ

て
見
る
。
仕
事
は
無
事
、
対

人
面
で
は
意
見
の
調
整
、
金

運
は
出
費
多
い
の
で
手
堅
く
。

流
感
、
消
化
器
、
慢
性
再
発
。

新
春
の
喜
こ
び
味
わ
う
松

の
内
。
の
ん
び
り
出
来
ず
用

事
が
舞
い
込
む
。
仕
事
は
次

第
に
伸
び
る
。
家
庭
に
少
々

噂
で
驚
く
、
金
運
弱
い
の
で

ム
リ
を
し
な
い
、
金
運
は
直

ぐ
に
成
ら
ず
先
人
に
学
ぶ
。

十
二
月
筮
ー
水
雷
屯
の
九
五

一
月
筮
ー
沢
火
革
の
六
二

今
年
の
一
年
は
早
く
も
あ

り
遅
く
も
あ
り
。
未
だ
締
め

括
り
が
な
し
。
あ
れ
こ
れ
と

暮
の
用
事
が
増
え
る
が
成
行

き
に
任
せ
る
。
仕
事
の
全
部

は
終
ら
ず
。
家
庭
内
ペ
ー
ス

が
変
り
後
始
末
と
金
銭
用
心
。

の
ど
せ
き
、
気
疲
れ
頭
痛
。

お
正
月
は
気
分
に
乗
り
合

わ
せ
。
初
参
り
で
素
直
に
祈

願
。
素
直
に
接
す
る
こ
と
が

珠
玉
。
仕
事
は
先
走
ら
ず
福

分
は
後
か
ら
付
く
。
年
賀
便

大
切
に
金
銭
安
心
。
始
め
よ

り
終
り
よ
し
が
開
運
の
秘
訣
。

十
二
月
筮
ー
火
山
旅
の
六
五

一
月
筮
ー
天
風
姤
の
九
二

上
手
に
過
ご
し
た
今
年
の

師
走
は
整
理
し
て
待
つ
。
仕

事
は
現
状
維
持
マ
イ
ペ
ー
ス

で
頑
張
る
。
わ
が
家
に
朗
報

あ
り
。
楽
し
む
趣
味
に
参
加

買
物
良
好
。
金
銭
管
理
。
さ

て
忙
中
閑
、
見
聞
で
学
ぶ
。

風
邪
熱
、
足
腰
、
消
化
器
。

震
円
の
喜
こ
び
が
続
く
な

ど
平
穏
。
自
信
を
以
て
実
力

を
表
わ
す
。
諸
事
に
着
実
運

の
安
定
を
求
め
る
。
能
力
を

伸
ば
す
に
名
乗
り
を
上
げ
る

春
。
焦
り
は
禁
物
、
開
運
は

背
伸
び
せ
ず
確
実
方
針
で
吉
。

福
田

有
宵
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勢

四
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星
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勢
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紫
火
星
の
人
の
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勢



令
和
元
年
九
月
二
十
八
日

（
土
）
、
足
立
区
勤
労
福
祉

会
館
プ
ル
ミ
エ
に
於
い
て
、

佐
藤
宗
昡
先
生
の
司
会
の
も

と
、N

P
O

法
人
岳
易
館
・
有
宵

会
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
久
保
田
恵
都
予
先
生
、

佐
藤
宗
昡
先
生
、
福
田
有
宵

先
生
の
お
三
方
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
日
は
小
冊
子
「
昭

和
２
０
年
８
月
１
５
日

終

戦
日
の
思
い
出
」
が
参
加
者

に
配
付
さ
れ
、
冒
頭
に
福
田

先
生
よ
り
以
下
の
よ
う
に
ご

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
「
本

日
は
特
別
に
小
冊
子
を
お
土

産
と
し
て
お
届
け
し
ま
し
た
。

こ
の
冊
子
を
書
か
れ
た
の
は
、

常
任
理
事
の
吉
田
侑
加
先
生

の
弟
さ
ん
で
橋
本
康
利
さ
ん

と
申
し
上
げ
ま
す
。
橋
本
さ

ん
は
小
岩
で
生
ま
れ
育
っ
て
、

現
在
も
小
岩
に
お
住
ま
い
で

す
。
人
間
は
ど
の
土
地
で
過

ご
す
の
か
。
一
つ
の
土
地
に

一
生
定
着
し
た
場
合
の
運
命

と
、
仕
事
な
ど
に
よ
り
移
転

す
る
場
合
の
運
命
の
変
化
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
土
地
に
生
き
る
と
い
う
生

き
方
を
拝
察
し
な
が
ら
お
読

み
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

橋
本
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
」

第
一
部

「
易
の
占
例
」

久
保
田
恵
都
予
先
生

私
は
福
田
先
生
の
上
野
易

学
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

授
業
後
に
は
占
例
と
占
断
の

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
お
り
、

先
生
よ
り
得
卦
に
対
す
る
占

断
の
読
み
筋
の
可
否
を
ご
指

導
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、

先
生
よ
り
提
出
し
た
レ
ポ
ー

ト
を
有
宵
会
で
報
告
す
る
よ

う
薦
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
占
例
１
】

相
談
者
・
２

４
歳
女
性
（
平
成
七
年
生
ま

れ
、
本
命
五
黄
土
星
）

看

護
師現

在
、
病
院
の
集
中
治
療

室
に
勤
務
を
し
て
い
る
が
、

今
後
、
病
気
の
末
期
の
患
者

さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
い
、
転
職

を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

私
は
占
的
を
２
つ
に
絞
り
卦

を
立
て
ま
し
た
。

占
的
１

「
転
職
は
可
能
か
」

得
卦

「
風
沢
中
孚

九

二
」私

は
こ
の
方
が
純
粋
に
患

者
さ
ん
に
寄
り
添
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
易
と
し
て
頂

け
た
と
思
い
ま
し
た
。

転
職
は
良
い
と
見
ま
し
た
。

こ
の
卦
は
、
内
卦
の
兌
の
口

と
外
卦
の
倒
兌
の
口
が
互
い

に
向
き
合
っ
て
い
る
姿
で
大

離
の
象
で
す
。
信
（
ま
こ
と
）

を
表
し
、
無
欲
と
誠
実
を
意

味
す
る
中
虚
で
、
互
い
に
親

和
し
ま
す
。
九
二
の
爻
辞

「
鳴
鶴
陰
に
在
り
」
は
、
親

鶴
の
鳴
き
呼
ぶ
声
に
子
鶴
が

答
え
ま
す
。
加
藤
大
岳
先
生

は
こ
れ
を
夫
婦
の
姿
と
し
て

い
ま
す
。
誠
実
を
も
っ
て
事

に
あ
た
り
、
気
持
ち
が
通
じ

合
う
と
い
う
卦
の
説
明
を
し
、

そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
持
っ
て

求
め
て
い
け
ば
、
相
手
も
求

め
て
く
れ
る
。
望
む
病
院
と

の
ご
縁
は
あ
り
ま
す
と
伝
え

ま
し
た
。

之
卦
は

「
風
雷
益
」
と
な

り
、
人
の
た
め
に
施
し
、
ま

た
協
力
者
を
得
ら
れ
相
通
じ

ま
す
。

ま
た
、
今
す
ぐ
に
転
職
し

た
い
の
か
聞
く
と
、
「
現
在

の
職
場
の
人
間
関
係
は
良
好

で
あ
り
、
す
ぐ
に
で
は
な
く
、

先
々
に
そ
の
よ
う
な
仕
事
に

就
き
た
い
」
と
い
う
希
望
で

し
た
。
気
学
で
は
本
命
星
・

五
黄
土
星
は
本
年
は
坤
宮
同

会
で
あ
り
、
本
年
は
転
職
先

を
検
討
し
て
、
来
年
（
震
宮

同
会
）
に
転
職
す
る
の
が
良

い
と
伝
え
ま
し
た
。

占
的
２

「
転
職
に
あ
た
り
、

現
職
場
に
お
け
る
状
況
は
い

か
に
」

得
卦

「
風
沢
中

孚

上
九
」

上
九
の
爻
辞
は
「
翰
音
天
に

登
る
」
で
あ
り
、
飛
べ
な
い

の
に
飛
べ
る
と
思
い
羽
ば
た

き
を
す
る
。
節
度
を
守
る
時

で
す
。
１
人
で
騒
い
で
周
囲

と
の
協
調
を
欠
き
、
思
い
が

理
解
さ
れ
ま
せ
ん
。
本
年
は

現
職
場
に
て
将
来
の
転
職
希

望
の
旨
を
相
談
し
、
理
解
を

い
た
だ
い
て
来
年
に
向
け
て

準
備
を
す
る
こ
と
。
之
卦
は

「
水
沢
節
」
と
な
り
、
ゆ
っ

く
り
進
め
る
。
占
的
１
で
は

「
風
沢
中
孚

九
二
」
で
あ

り
、
九
二
か
ら
時
期
は
来
年

と
見
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

本
人
も
「
急
ぐ
事
で
は
な
い

の
で
、
ゆ
っ
く
り
考
え
て
進

め
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

【
占
例
２
】

相
談
者
・
２

６
歳
女
性
（
平
成
五
年
生
ま

れ
、
本
命
七
赤
金
星
）

交
際
し
て
い
る
彼
か
ら
別

れ
を
告
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

彼
は
会
社
の
同
僚
で
友
達
付

き
合
い
を
経
て
、
昨
年
か
ら

交
際
す
る
よ
う
に
な
り
１
年

が
経
っ
た
と
こ
ろ
。
昨
日
、

急
に
彼
か
ら
元
の
友
達
に
戻

ろ
う
と
言
わ
れ
驚
い
た
が
、

自
分
と
し
て
は
恋
人
同
士
に

戻
り
た
い
。
彼
は
同
い
年
で
、

本
命
、
月
命
、
傾
斜
も
同
じ
。

占
的
１

「
原
因
は
何
か
」

得
卦

「
乾
為
天

九
三
」

恋
人
同
士
に
戻
る
こ
と
は

不
可
と
見
ま
し
た
。
交
易
生

卦
（
三
陰
三
陽
卦
）
で
は
な

い
の
で
、
彼
に
他
に
好
き
な

女
性
が
出
来
た
訳
で
は
な
い

の
で
は
、
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、

彼
も
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い

た
と
の
こ
と
。

気
学
で
は
、
本
命
七
赤
金

星
は
、
昨
年
は
震
宮
同
会
で

前
向
き
に
盛
り
上
が
っ
て
お

付
き
合
い
が
始
ま
っ
た
が
、

本
年
は
巽
宮
同
会
で
あ
り
歳

破
付
き
で
、
人
間
関
係
上
の

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

私
は
ふ
と
、
之
卦

「
天
沢

履
」
六
三
の
陰
爻
に
注
目
し

ま
し
た
。
三
爻
は
股
を
意
味

す
る
の
で
、
「
失
礼
で
す
が
、

彼
と
の
関
係
は
あ
り
ま
し
た

か
」
と
伺
い
ま
し
た
。
彼
女

に
よ
る
と
、
彼
女
か
ら
彼
に

求
め
た
際
に
、
彼
か
ら
「
過

去
に
乱
暴
さ
れ
傷
つ
い
た
経

験
が
あ
る
」
と
打
ち
明
け
ら

れ
、
拒
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。

彼
女
は
彼
を
理
解
し
、
お
付

き
合
い
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

彼
も
そ
ん
な
彼
女
と
い
る
と

安
心
し
て
い
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
彼
も
彼
女
の

将
来
を
考
え
、
２
人
の
関
係

を
清
算
す
る
こ
と
を
決
断
し

た
の
で
は
な
い
か
、
彼
も
辛

い
思
い
を
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
伝
え
ま
し
た
。

「
乾
為
天

九
三
」
で
、
上

九
の
時
期
（
約
三
ヶ
月
後
）

ま
で
く
る
と
気
持
ち
の
整
理

が
つ
く
こ
と
、
今
後
彼
と
顔

を
合
わ
せ
た
際
は
、
以
前
と

変
わ
ら
な
い
態
度
で
接
す
る

よ
う
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
ご

理
解
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し

た
。
彼
女
の
今
後
の
幸
せ
を

お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
部

「
暦
を
読
み
解

く
」

佐
藤
宗
昡
先
生

今
年
も
あ
と
３
ヶ
月
で
２

０
２
０
年
を
迎
え
ま
す
。
新

年
に
あ
た
っ
て
福
田
先
生
よ
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り
暦
の
解
説
を
薦
め
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
本
日
は
１
時
間

く
ら
い
に
凝
縮
し
て
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
暦
」
と
い
う
文
字
は
大

辞
典
で
は
以
下
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
時
の
流
れ
を
年
・
月
・

週
・
日
な
ど
を
単
位
と
し
て

体
系
的
に
書
か
れ
た
も
の

②
１
年
間
の
月
・
日
、
七

曜
、
祝
祭
日
、
干
支
、
六
曜
、

十
二
直
、
二
十
八
宿
な
ど
が

書
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
吉
凶

を
日
を
も
っ
て
記
し
た
も
の
。

カ
レ
ン
ダ
ー
も
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。

「
暦
」
と
い
う
字
は
音
読

み
で
は
「
レ
キ
」
、
訓
読
み

で
は
「
コ
ヨ
ミ
」
と
い
い
ま

す
。
語
源
は
色
々
あ
る
よ
う

で
、①

日
を
読
む
、
か
ら
こ
よ

み
と
な
っ
た

②
細
か
く
読

む
、
か
ら
こ
よ
み
に
な
っ
た

な
ど
の
説
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
暦
を
上
手
に
読
み

解
く
こ
と
は
運
を
つ
か
む
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

運
気
を
つ
か
む
に
は
本
人
の

実
力
・
素
質
が
大
事
で
す
が
、

行
動
を
起
こ
す
時
期
を
間
違

え
て
し
ま
っ
て
は
成
功
で
き

ま
せ
ん
。

フ
ォ
ロ
ー
の
風
（
追
い
風
）

が
吹
い
て
い
る
時
に
事
を
起

こ
せ
ば
多
少
の
実
力
不
足
も

カ
バ
ー
さ
れ
、
結
果
は
良
好

に
な
り
ま
す
。
ア
ゲ
イ
ン
ス

ト
の
風
（
向
い
風
）
が
吹
い

て
い
る
と
き
に
事
を
起
こ
せ

ば
２
倍
の
力
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
人
は
天
の
気
と
地
の

気
の
影
響
を
受
け
て
生
き
て

い
ま
す
。
生
ま
れ
た
時
は
、

天
の
気
を
受
け
て
生
ま
れ
て

お
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
（
生
ま

れ
た
時
期
や
場
所
）
に
よ
っ

て
、
本
日
の
天
の
気
に
合
う

か
合
わ
な
い
か
が
違
っ
て
き

ま
す
。
行
動
を
起
こ
す
に
あ

た
っ
て
天
の
運
行
（
運
気
）

を
知
る
こ
と
、
こ
れ
が
暦
に

書
か
れ
て
い
る
大
事
な
こ
と

で
す
。
運
に
は
生
ま
れ
た
時

か
ら
も
っ
て
い
る
先
天
運

（
も
っ
て
生
ま
れ
た
性
格
等
）

が
あ
り
、
先
天
運
は
変
え
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
後
天
運
は
変

え
ら
れ
ま
す
。
後
天
運
は
そ

の
人
の
行
動
に
よ
っ
て
良
く

も
悪
く
も
な
り
ま
す
。
そ
の

人
に
と
っ
て
今
が
行
動
す
る

年
、
月
、
日
な
の
か
、
自
重

す
る
年
、
月
、
日
な
の
か
を

事
前
に
判
断
す
る
こ
と
で
吉

凶
が
違
っ
て
き
ま
す
。

実
例
と
し
て
私
の
事
を
紹

介
し
ま
す
。
私
は
本
命
五
黄

土
星
、
月
命
七
赤
金
星
で
す
。

本
会
場
の
足
立
区
綾
瀬
は
私

の
家
か
ら
見
て
西
南
の
方
位

に
な
り
ま
す
。
西
南
は
年
盤

で
は
五
黄
土
星
が
在
泊
、
九

月
盤
で
は
一
白
水
星
が
在
泊
、

日
盤
で
は
八
白
土
星
（
暗
剣

殺
付
）
が
在
泊
し
、
本
命
五

黄
は
本
命
的
殺
と
な
り
ま
す
。

で
す
の
で
、
私
は
全
く
悪
い

場
所
で
講
演
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
ね
。
ま
た
、
私

の
先
天
運
を
見
ま
す
と
、
私

は
先
天
的
に
心
臓
に
欠
陥
が

あ
り
、
こ
れ
は
月
命
盤
の
兌

宮
に
同
会
し
て
い
る
九
紫
火

星
に
暗
剣
殺
が
付
い
て
い
る

こ
と
か
ら
分
か
り
ま
す
。
病

名
は
「
冠
動
脈
ろ
う
」
と
い

い
、
本
来
あ
る
べ
き
３
本
の

冠
動
脈
が
２
本
し
か
繋
が
っ

て
い
な
い
と
い
う
３
０
万
人

に
１
人
見
ら
れ
る
病
気
で
す
。

５
５
才
の
時
に
１
回
目
の
手

術
、
７
２
歳
の
時
に
２
回
目

の
手
術
を
し
ま
し
た
。
こ
の

時
期
は
大
変
苦
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
が
、
現
在
は
ま
ず

ま
ず
で
す
。
で
す
が
、
季
節

の
変
わ
り
目
や
気
圧
の
谷
に

よ
っ
て
体
調
が
悪
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

次
に
九
星
開
運
暦
を
使
っ

て
運
気
を
上
げ
る
方
法
を
お

話
し
ま
す
。

【
令
和
二
年
開
運
暦P

38
・

三
月
の
暦
】

１
日
は
「
干
支
」
は
み
ず

の
と
卯
、
「
九
星
」
は
一
白

水
星
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
２
点
が
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
」

い
わ
ゆ
る
個
人
が
持
っ
て
い

る
素
養
で
す
。
そ
の
下
に
続

く
「
暦
の
行
事
」
、
「
旧
暦
」
、

「
六
曜
」
、
「
十
二
直
」
、

「
二
十
八
宿
」
、
は
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
」
で
我
々
全
員
に
と
っ

て
の
運
気
で
す
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
が
良
い
日
で
あ
っ
て
、
な

お
か
つ
自
分
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
）

に
と
っ
て
も
良
い
日
で
あ
れ

ば
最
良
で
す
。

【
六
曜
・
開
運
暦P

23
】

六
曜
は
春
秋
戦
国
時
代
の
諸

葛
孔
明
が
戦
に
使
用
し
百
戦

百
勝
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
吉

凶
は
以
下
で
す
。

先
勝
・
・
・
午
前
中
は
吉

友
引
・
・
・
１
日
通
し
て
良

い
が
、
お
昼
の
１
２
時
か
ら

１
時
間
の
間
は
凶

先
負
・
・
・
午
前
中
は
凶
、

午
後
は
吉

仏
滅
・
・
・
１
日
通
し
て
凶

大
安
・
・
・
１
日
通
し
て
吉

赤
口
・
・
・
１
日
通
し
て
良

く
な
い
が
、
お
昼
の
１
２
時

か
ら
１
時
間
の
間
は
吉

六
曜
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
、

旧
暦
の
１
月
１
日
（
令
和
２

年
の
新
暦
１
月
２
５
日
）
は

先
勝
と
な
り
ま
す
。
続
く
旧

暦
の
２
月
１
日
（
令
和
２
年

の
新
暦
２
月
２
４
日
）
は
友

引
と
な
り
、
以
下
の
月
は
六

曜
の
順
で
繰
り
下
が
っ
て
い

き
ま
す
。
来
年
は
閏
年
で
す
。

旧
暦
で
は
１
ヶ
月
を
２
９
日

ま
た
は
３
０
日
と
し
て
い
る

の
で
、
何
年
か
に
一
度
は
１

３
ヶ
月
を
作
っ
て
調
整
し
て

い
ま
す
。
来
年
は
旧
暦
で
い

う
と
１
３
ヶ
月
あ
る
の
で
す
。

旧
暦
の
４
月
１
日
（
令
和
２

年
の
新
暦
４
月
２
３
日
）
は

仏
滅
で
、
続
く
旧
暦
の
５
月

１
日
は
大
安
に
始
ま
る
べ
き

な
の
で
す
が
、
閏
年
に
限
り
、

１
３
ヶ
月
目
の
閏
月
４
月
を

設
け
ま
す
。
よ
っ
て
、
旧
暦

閏
４
月
１
日
（
令
和
２
年
の

新
暦
５
月
２
３
日
）
が
生
じ

ま
す
。
旧
暦
閏
４
月
１
日
は

も
う
一
度
仏
滅
が
続
く
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
取
り
扱
い
に
な

り
ま
す
。
以
降
、
旧
暦
５
月

１
日
（
令
和
２
年
の
新
暦
６

月
２
１
日
）
は
仏
滅
の
次
の

順
番
で
あ
る
大
安
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
十
二
直
・
開
運
暦P

23
】

北
斗
七
星
の
柄
の
部
分
が
ど

の
方
位
（
１
２
方
位
に
等
分

さ
れ
て
い
る
）
を
指
す
か
に

よ
っ
て
吉
凶
を
占
い
ま
す
。

な
お
、
立
春
の
日
に
は
必
ず

寅
の
方
位
を
指
し
、
そ
の
後

順
次
１
年
を
進
み
ま
す
。

【
二
十
八
宿
・
開
運
暦P

24
】

月
が
２
８
夜
で
恒
星
の
周
り

を
一
周
す
る
事
を
基
に
作
っ

た
も
の
で
す
。
東
西
南
北
を

７
つ
の
星
に
分
け
て
配
置
し

て
い
ま
す
。

次
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
で
よ
い

日
で
あ
っ
て
、
自
分
（
パ
ー

ソ
ナ
ル
）
に
と
っ
て
も
良
い

日
の
選
択
に
つ
い
て
で
す
。

【
見
合
い
・
婚
活
・
紹
介
に

良
い
日
】

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
つ
ま
り

我
々
全
員
に
と
っ
て
良
い
日

は
、
六
曜
、
十
二
直
、
二
十

八
宿
が
表
し
ま
す
。
【
開
運

暦P

26
～
27
】

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
」
は
干
支
、

九
星
が
表
し
、
九
星
の
ど
の

星
が
回
座
し
て
い
る
か
に
よ
っ

て
個
人
個
人
の
吉
凶
が
違
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
本
人
の
本

命
星
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
【
開
運
暦P

28

～
29
】

【
合
格
成
就
を
願
う
な
ら
・

開
運
暦P

32
】

パ
ブ
リ
ッ
ク
と
パ
ー
ソ
ナ

ル
の
見
方
は
上
述
の
見
合
い

等
に
良
い
日
と
同
じ
で
す
。

ま
た
、
方
位
の
吉
凶
も
考
慮

に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
日

に
よ
っ
て
、
ま
た
、
本
人
の

本
命
星
に
よ
っ
て
吉
凶
は
異

な
り
ま
す
。
開
運
暦
で
は
割

愛
し
て
い
ま
す
の
で
、
専
門

の
鑑
定
士
と
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
２
０
２
０
年
は
ど
ん
な
年

に
な
る
か
】

全
体
的
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
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の
年
な
の
で
明
る
く
華
や
い

だ
年
と
な
り
ま
す
が
、
浮
か

れ
て
い
る
状
態
が
続
く
よ
う

な
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年

の
後
半
（
９
月
以
降
）
に
は

経
済
的
な
不
安
材
料
が
起
こ

り
そ
う
で
す
。
政
治
面
で
は
、

小
さ
な
問
題
や
、
問
題
処
理

を
誤
っ
た
こ
と
に
よ
り
大
き

な
問
題
へ
と
発
展
し
か
ね
な

い
年
な
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

【
２
０
２
０
年
の
九
星
に
よ

る
個
人
の
運
勢
は
】

自
重
運
は
九
紫
火
星
の
人
で
、

本
命
星
に
凶
神
（
暗
剣
殺
）

が
付
き
ま
す
の
で
、
身
体
や

家
族
、
経
済
に
問
題
が
起
こ

り
や
す
い
。
身
体
の
部
位
は
、

歯
、
口
腔
、
目
、
心
臓
で
す
。

社
会
情
勢
は
浮
か
れ
気
味
と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
浮
か
れ

風
に
流
さ
れ
な
い
こ
と
。
つ

ま
り
、
余
計
な
出
費
や
う
っ

か
り
し
た
失
言
が
も
と
で
大

問
題
へ
と
発
展
し
て
し
ま
い

そ
う
で
す
。

注
意
運
は
二
黒
土
星
の
人
で

す
。
年
盤
で
は
二
黒
は
離
宮

同
会
と
な
り
、
運
気
の
順
番

表
で
離
宮
は
４
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
４
番
目
に

運
気
が
良
い
星
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
、
良
い
年
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
来
年
は

歳
破
が
付
き
ま
す
。
昨
年
は

艮
宮
に
同
会
し
、
動
き
の
と

れ
な
い
自
重
運
の
年
で
し
た

が
、
今
年
は
一
見
障
害
も
取

れ
、
前
進
し
が
ち
で
す
。
し
っ

か
り
計
画
を
立
て
、
下
準
備

を
し
て
か
ら
行
動
し
ま
し
よ

う
。

ま
た
、
う
っ
か
り
ミ
ス
か
ら

秘
密
が
露
見
し
、
自
分
の
立

場
を
失
う
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
健
康
面
で
は
、
高
血
圧
、

心
臓
病
、
血
液
関
係
の
病
気

に
要
注
意
で
す
。

行
動
運
は
、
六
白
金
星
の
人

で
す
。
年
盤
で
六
白
は
巽
宮

同
会
で
あ
り
、
周
り
の
協
力

を
得
、
う
ま
く
事
が
運
び
ま

す
。
独
り
合
点
や
独
断
専
行

を
せ
ず
、
協
力
者
の
援
助
を

得
な
が
ら
進
め
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
無
理
を
し
が
ち
な

の
で
、
健
康
管
理
を
し
っ
か

り
し
て
く
だ
さ
い
。

第
三
部

「
易
の
占
例
」

福
田
有
宵
先
生

【
占
例
１
】

相
談
者
・
６

８
歳
女
性
（
仕
事
の
た
め
朝

の
通
勤
途
中
と
の
こ
と
）

９
月
の
あ
る
朝
、
８
時
半

頃
に
緊
迫
し
た
声
で
電
話
が

あ
り
ま
し
た
。
た
だ
今
、
仕

事
で
１
時
間
先
の
目
的
地
ま

で
車
を
走
ら
せ
て
い
る
所
だ

が
、
心
臓
が
急
に
バ
ク
バ
ク

鼓
動
を
打
ち
、
破
れ
そ
う
で

あ
る
。
車
を
と
め
て
電
話
を

し
て
お
り
、
少
し
冷
静
さ
を

欠
い
た
様
子
で
す
。
こ
の
方

は
以
前
ガ
ン
を
患
い
、
医
療

機
関
に
て
定
期
的
に
検
診
を

受
診
し
て
い
ま
す
。

占
的

「
こ
の
ま
ま
目
的
地
へ

行
っ
て
良
い
か
」

得
卦

「
雷
風
恒

九
四
」

恒
は
常
に
あ
り
。
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
事
を
示
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
朝

目
覚
め
て
い
る
と
見
ま
し
た
。

二
,
三
,
四
爻
の
乾
を
車
と

し
、
外
卦
震
で
道
路
に
出
た

と
こ
ろ
、
つ
ま
り
車
に
乗
っ

た
と
こ
ろ
が
四
爻
で
す
。
こ

の
あ
た
り
か
ら
心
臓
に
動
き

が
出
て
き
ま
し
た
。
之
卦
は

地
風
升
で
こ
れ
も
動
き
が
出

ま
し
た
。
常
識
的
に
言
え
ば

す
ぐ
に
病
院
へ
行
く
こ
と
が

本
来
だ
と
思
い
ま
す
が
、
恒

は
少
し
時
間
を
取
っ
て
待
て

ば
元
に
戻
る
と
し
、
目
的
地

へ
行
っ
て
良
い
と
判
断
し
ま

し
た
。

【
占
例
２
】

相
談
者
・
８

０
代
女
性
（
過
去
に
胃
ガ
ン

を
発
症
し
現
在
は
回
復
）

左
乳
房
に
触
診
で
分
か
る
程

の
大
き
な
し
こ
り
が
あ
る
。

本
人
は
病
院
を
受
診
し
た
く

な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
乳

ガ
ン
で
は
な
い
か
と
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

占
的

「
乳
ガ
ン
で
あ
る
か
」

得
卦

「
沢
山
咸

九
三
」

股
に
感
ず
る
で
、
骨
盤
や
股

関
節
に
感
じ
ま
す
。
五
爻
は

胸
を
表
し
、
得
爻
が
五
爻
で

あ
れ
ば
之
卦
は
雷
山
小
過
と

な
り
ガ
ン
の
疑
い
が
あ
り
ま

す
。
ガ
ン
を
表
す
の
は
八
卦

で
は
坎
、
艮
で
す
。
ま
た
、

本
卦
は
坤
が
乾
を
包
む
包
卦

で
す
。
卦
全
体
を
乳
房
と
見

て
、
初
,
二
,
上
爻
が
皮
膚

の
柔
ら
か
い
と
こ
ろ
。
も
し
、

中
に
ガ
ン
が
あ
る
と
す
れ
ば

乾
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
内

卦
の
艮
も
ガ
ン
を
表
し
、
初
,

二
,
三
爻
が
示
す
部
位
の
ガ

ン
（
例
え
ば
子
宮
な
ど
婦
人

科
系
の
ガ
ン
）
で
あ
れ
ば
要

注
意
で
す
が
、
部
位
は
乳
房

な
の
で
あ
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
こ
の
大
き
な
し
こ
り

は
何
か
。
卦
の
上
で
は
乳
が

ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

他
の
病
気
（
乳
腺
炎
な
ど
）

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
病
院

で
の
検
査
が
必
要
で
す
。

【
占
例
３
】

相
談
者
・
７

４
歳
女
性
（
す
ぐ
に
気
に
す

る
神
経
過
敏
な
タ
イ
プ
）

ガ
ン
で
は
な
い
か
と
慌
て
ふ

た
め
い
た
声
で
電
話
が
あ
り

ま
し
た
。

占
的

「
ガ
ン
で
あ
る
か
」

得
卦

「
沢
雷
随

初
九
」

本
卦
は
臨
機
応
変
で
対
応
す

る
こ
と
が
良
く
、
交
際
面
で

は
１
人
で
は
な
く
２
人
の
人

が
出
て
き
ま
す
。
今
回
の
場

合
も
恐
ら
く
友
人
か
ら
指
摘

さ
れ
て
気
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
内
卦
は
震
で
、

本
人
は
騒
い
で
い
る
が
、
震

は
実
で
は
な
く
虚
で
す
。
ガ

ン
で
は
な
い
と
判
断
し
ま
し

た
が
、
念
の
た
め
病
院
の
受

診
を
勧
め
ま
し
た
。

【
占
例
４
】

相
談
者
・
７

０
代
女
性
（
持
ち
家
を
貸
し

て
い
る
）

マ
ン
シ
ョ
ン
を
貸
し
て
い
る

が
半
年
く
ら
い
入
居
者
が
い

な
い
。
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
地
方
に
あ
り
、

立
地
条
件
が
良
い
た
め
月
１

５
万
円
程
度
で
す
。

占
的

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
状
態

は
ど
う
か
」

得
卦

「
地

火
明
夷

四
爻
」

そ
の
名
の
と
お
り
、
日
が
入

ら
な
く
て
暗
い
の
で
す
。
湿

気
も
あ
り
ま
す
。

値
を
大
幅
に
下
げ
る
こ
と
。

そ
の
方
法
が
と
れ
な
け
れ
ば

諦
め
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。

久
保
田
先
生
、
佐
藤
先
生
、

福
田
先
生
、
貴
重
な
お
話
を

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
占
例
紹
介
】

上
野
易
学
教
室
（
第
三
土

曜
）
で
勉
強
さ
れ
て
い
る

三
名
（
長
澤
光
祐
様
・
戸

山
勝
機
様
・
鬼
頭
一
祥
様
）

の
方
に
よ
る
、
占
例
の
ご

紹
介
で
す
。

上
野
易
学
教
室
で
は
、
生

徒
に
よ
る
易
占
レ
ポ
ー
ト
を

福
田
有
宵
先
生
が
添
削
、
コ

メ
ン
ト
を
加
え
て
、
得
掛
を

読
み
解
く
力
を
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
す
る
学
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
占
的
：
今
後
の
日
韓
関

係
は
ど
う
な
る
か
？

長
澤
光
祐

〈
略
筮
〉

得
掛

山
雷
頤

上
九

之
掛

地
雷
復

互
い
の
主
張
譲
ら
ず
、
そ

れ
を
正
当
化
せ
ん
と
し
て
自

国
の
言
い
分
だ
け
を
述
べ
て

言
い
争
っ
て
い
て
（
上
掛
も

倒
震
）
災
い
の
元
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
掛
は
、
養
い
の

掛
で
あ
り
、
こ
の
争
い
が
国

民
の
為
へ
の
養
い
の
も
の
と

は
考
え
に
く
い
。
上
九
だ
け
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に
、
相
手
国
の
ト
ッ
プ
の
考

え
の
変
化
が
不
安
に
な
る
。

又
、
似
離
掛
で
あ
り
、
大
言

を
吐
く
が
中
味
の
薄
い
内
容

に
思
え
る
掛
象
で
、
争
い
は

少
し
長
引
く
と
考
え
る
。
次

に
之
掛
の
復
で
す
が
、
少
し

ず
つ
歩
み
寄
り
他
の
国
の
助

言
も
含
め
て
緩
和
さ
れ
て
行

く
と
観
ま
す
。
（
占
断
は
、

九
月
二
十
一
日
）

◆
福
田
有
宵
先
生
の
コ
メ
ン

ト上
記
の
判
断
で
よ
ろ
し
い
で

す
ね
。
山
雷
頤
（
上
九
）
は
、

内
卦
よ
り
外
掛
が
有
利
で
得

を
す
る
の
で
、
外
掛
が
日
本

か
韓
国
と
定
め
て
お
く
。
頤

―
養
で
経
済
、
貿
易
、
食
料

な
ど
で
す
。
相
互
関
係
に
あ

る
の
で
、
提
携
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
又
、
頤

は
口
喧
嘩
で
す
。
損
得
が
生

ま
れ
て
、
人
間
の
愚
か
な
と

こ
ろ
で
す
。

■
占
的
：
自
分
は
今
年
一
月

の
人
間
ド
ッ
ク
で
慢
性
腎
臓

病
と
い
わ
れ
た
が
、
食
事
に

気
を
付
け
、
健
康
体
操
を
し
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る

の
で
、
十
二
月
末
日
ま
で
に

は
異
常
な
し
の
腎
臓
に
な
る

か
否
か

戸
山
勝
機

〈
略
筮
〉

得
掛

火
沢
睽

九
二

之
掛

火
雷
噬
嗑

私
は
、
今
年
の
一
月
に
人

間
ド
ッ
ク
を
受
信
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
今
ま
で
一
度

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
、
初
め
て
慢

性
腎
臓
病
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。
ま
だ
初
期
の
段
階
だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
驚
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
症
状
が
進
ん

で
絶
対
に
腎
不
全
や
人
工
透

析
に
は
な
り
た
く
な
い
一
心

で
、
腎
臓
に
い
い
と
い
う
小

豆
を
茹
で
て
食
べ
た
り
、
同

じ
く
腎
臓
に
い
い
と
い
う
軽

い
体
操
を
や
っ
た
り
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
毎
日
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
睽
は
、
背
き

合
う
こ
と
な
の
で
、
治
る
方

向
へ
い
く
こ
と
と
、
こ
の
ま

ま
の
慢
性
の
状
態
が
続
く
こ

と
で
お
互
い
に
ケ
ン
カ
し
て

い
る
よ
う
な
状
況
で
す
。
し

か
し
、
二
爻
と
五
爻
は
陰
陽

が
合
っ
て
い
る
の
で
よ
く
な

る
方
向
へ
。
ま
た
、
互
掛
約

象
が
既
済
な
の
で
、
す
で
に

よ
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
三
爻
、
四
爻
、
五

爻
の
坎
が
気
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
食
事
に
気
を
つ

け
運
動
を
や
っ
て
い
く
こ
と

で
す
。
（
占
断
は
、
九
月
十

七
日
）

◆
福
田
有
宵
先
生
の
コ
メ
ン

ト爻
辞
―
主
に
巷
に
遇
う
。
咎

无
し

実
占
で
は
、
睽
は
病
気
（
症

状
）
と
背
向
く
。
反
対
方
向

と
な
る
の
で
、
軽
症
は
治
る

と
し
ま
す
。
希
望
通
り
年
内

に
お
い
て
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
之
掛
の
噬
嗑
は
九

四
の
部
分
（
三
爻
、
四
爻
、

五
爻
）
に
坎
（
腎
臓
の
流
通
）

に
壁
が
あ
る
の
で
、
今
後
共

に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

■
占
的
：
土
地
の
権
利
に
つ

い
て
。
相
手
と
の
交
渉
の
成

り
行
き
如
何

〈
中
筮
〉

得
掛

山
地
剥
（
震
坤
坤
坤

兌
坤
）

之
掛

天
火
同
人

（
筮
前
の
審
事
）

新
潟
県
十
日
町
市
に
あ
る
、

叔
母
の
土
地
を
相
続
し
ま
し

た
。
全
部
で
二
十
八
筆
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
五
筆

だ
け
、Ⅿ
氏
が
仮
登
記
し
て

あ
る
土
地
が
あ
り
ま
し
た

（
地
目
は
畑
）
。
調
べ
て
み

る
と
、
叔
母
が
生
前
に
、Ⅿ

氏
に
自
宅
の
宅
地
を
含
め
、

畑
を
売
却
し
た
ら
し
く
、
畑

の
み
仮
登
記
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。Ⅿ

氏
は
、

叔
母
か
ら
土
地
を
購
入
後
に
、

少
し
の
間
住
ん
で
い
た
よ
う

で
す
が
、
間
も
な
く
体
調
不

良
に
な
り
、
自
宅
（
愛
知
県
）

に
戻
っ
た
と
の
事
で
し
た
。

相
続
登
記
の
結
果
、
畑
の
五

筆
の
所
有
権
が
私
に
変
更
さ

れ
た
の
で
す
が
、
仮
登
記
が

入
っ
て
い
る
た
め
、
司
法
書

士
に
よ
る
と
「
こ
の
ま
ま
だ

と
売
却
等
が
出
来
な
い
状
態

な
の
で
、
今
後
の
た
め
に
も

Ⅿ

氏
と
交
渉
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
こ
と
で
、
現
在
は

司
法
書
士
を
介
し
てⅯ

氏
と

連
絡
を
取
り
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。
司
法
書
士
と
の
話
の

中
で
、
「
い
く
ら
か
御
礼
金

を
支
払
っ
て
、
仮
登
記
を
外

し
て
も
ら
い
、
あ
な
た
の
登

記
に
す
る
」
と
い
う
形
で
話

を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で

す
が
、Ⅿ

氏
は
畑
以
外
の
宅

地
（
多
分
、
畑
に
隣
接
す
る

位
置
に
あ
る
土
地
）
も
二
筆

所
有
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

土
地
の
仮
登
記
を
外
す
の
で

は
な
く
、
土
地
の
所
有
権
を

Ⅿ

氏
に
登
記
す
る
形
に
し
た

方
が
良
い
の
で
は
と
思
い
、

司
法
書
士
に
依
頼
し
て
、
そ

の
よ
う
に
交
渉
し
て
も
ら
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
今
回
の

五
筆
の
土
地
も
そ
う
で
す
が
、

遠
方
で
す
し
、
そ
れ
以
外
の

土
地
も
「
山
林
、
原
野
」
ば

か
り
な
の
で
、
仕
方
な
く
相

続
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
私

と
し
て
もⅯ
氏
に
五
筆
の
土

地
の
権
利
は
譲
っ
て
し
ま
い

た
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
、Ⅿ

氏
も
五
筆
の
土
地
は
、

多
分
不
要
だ
と
思
っ
て
い
る

と
予
想
し
て
い
ま
す
。
今
日

現
在
、
司
法
書
士
か
ら
の
返

事
待
ち
の
状
況
で
、
先
方
の

Ⅿ

氏
と
い
う
方
も
面
識
が
な

く
、
ど
ん
な
方
か
分
か
ら
な

い
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
事
の

成
り
行
き
を
筮
し
て
み
ま
し

た
。

（
占
考
）

山
地
剥
が
一
陽
五
陰
卦
、
天

火
同
人
が
一
陰
五
陽
卦
。
得

掛
の
初
爻
・
二
爻
で
沢
地
萃
、

三
爻
・
四
爻
で
坤
為
地
、
五

爻
・
上
爻
で
雷
地
予
。

ま
ず
、
本
卦
が
山
地
剥
で
す

が
、
彖
伝
「
往
く
所
有
る
に

利
し
か
ら
ず
」
ま
た
消
長
卦

で
あ
る
の
で
、
流
れ
は
良
く

な
い
よ
う
で
す
。
「
外
卦

艮

内
卦

坤
」
と
い
う
卦

か
ら
、
坤
→
土
地
の
問
題

艮
→
止
ま
る

と
連
想
さ
れ
、

話
が
ま
と
ま
る
に
は
時
間
が

か
か
り
そ
う
な
感
じ
が
し
ま

す
。

象
伝
「
上
以
て
下
を
厚
く
し
、

宅
を
安
ん
ず
」
か
ら
、
話
を

ま
と
め
る
に
は
、
何
か
し
ら

の
条
件
（
金
銭
の
や
り
取
り

な
ど
）
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
初
爻
・

三
爻
・
四
爻
・
五
爻
と
変
爻

が
多
い
の
は
、
何
度
か
折
衝

が
必
要
な
の
か
、
ま
た
は
相

手
の
言
い
分
も
何
度
か
変
更

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
彼
我
で
み
る
と
、

相
手
が
倒
震
、
こ
ち
ら
が
坤

で
す
か
ら
、
相
手
に
勢
い
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
之
卦

天
火
同
人
で
、

最
終
的
に
は
話
が
ま
と
ま
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
条
件
と

し
て
、
①
彼
我
で
み
る
と

「
相
手
が
乾

こ
ち
ら
が
離
」

の
た
め
、
相
手
が
強
い
。
そ

の
た
め
、
相
手
の
条
件
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る

こ
と
。
②
「
公
正
明
大
」
が

大
切
な
の
で
、
損
得
な
く
、

中
立
的
に
話
を
進
め
る
こ
と
。

③
協
力
者
か
仲
介
者
（
司
法

書
士
に
な
る
か
）
が
い
れ
ば

良
い
。
右
に
あ
げ
た
内
容
を

満
た
せ
ば
、
話
と
し
て
は
ま

と
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
（
占
断
は
、
十

月
十
九
日
）

◆
福
田
有
宵
先
生
の
コ
メ
ン

ト着
眼
点
、
卦
の
読
み
方
な
ど
、

申
し
分
な
い
秀
逸
な
占
例
で

す
。海

老
海
老
は
永
遠
の
若
さ
を
象

徴
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、

め
で
た
い
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。

と
い
う
の
は
、
あ
れ
は
生
け

る
限
り
い
つ
ま
で
も
殻
を
脱

ぎ
、
固
ま
ら
な
い
。
こ
と
に

万
物
が
ぼ
つ
ぼ
つ
固
く
な
る

秋
に
、
彼
は
殻
を
脱
す
る
。

生
け
る
限
り
よ
く
殻
を
脱
い

で
固
ま
ら
ぬ
、
い
つ
ま
で
も
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若
さ
を
失
わ
な
い
、
良
く
変

化
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で

海
老
は
め
で
た
い
。

自
己
の
殻
、
学
問
の
殻
、

仕
事
の
殻
、
会
社
に
入
れ
ば

会
社
の
殻
、
役
所
に
入
れ
ば

役
人
の
殻
か
ら
、
な
か
な
か

脱
け
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
り
ま

す
。

こ
れ
が
脱
け
ら
れ
き
ら
ぬ
と
、

人
間
が
固
ま
っ
て
し
ま
う
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

賛
助
会
費
と
し
て
次
の
方
々

か
ら
ご
寄
付
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

阿
部
哲
子
（
七
月
）
・
手
塚

唯
次
（
七
月
）
・
福
田
有
宵

久
保
田
恵
都
予
・
菅
原
有
恒
・

天
川
鼓
悠
・
山
内
視
保
子
・

桜
紫
玉
・
吉
本
真
由
美
・
深

町
侑
未

◆
行
事
・
活
動
報
告

◎
十
一
月
八
日
（
金
）
浅
草
・

鷲
在
山
長
國
寺
様
に
て
酉
の

市
（
一
の
酉
）
特
別
祈
願
に

参
加
。

午
前
・
午
後
の
総
勢
は
、
有

宵
会
関
係
者
だ
け
で
も
１
２

０
名
の
方
が
参
加
。
毎
年
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
御
祈
願
で

他
に
類
を
み
な
い
尊
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
が
、

長
國
寺
様
な
ら
で
は
の
楽
し

み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
十
一
月
十
六
日
（
土
）

「
第
九
回

足
立
区
勤
労

福
祉
会
館
（
綾
瀬
プ
ル
ミ

エ
）
・
展
覧
会
」
に
て
、

無
料
鑑
定
会
を
開
催
。

綾
瀬
で
の
鑑
定
会
は
初
の

試
み
で
し
た
が
、
佐
藤
宗
昡

先
生
に
よ
る
「
開
運
こ
よ
み

の
見
方
と
使
い
方
」
講
座
を

同
時
開
催
。
結
果
、
１
６
８

名
の
方
（
展
覧
会
ご
来
場
者

の
約
四
割
）
か
ら
ご
相
談
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

講
座
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
ハ
ー

ト
出
版
様
の
「
九
星
開
運
暦
」

も
販
売
。
売
上
金
の
一
部
は
、

風
水
害
・
震
災
の
義
援
金
と

し
て
、
足
立
区
勤
労
福
祉
会

館
を
通
じ
て
寄
付
を
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
足
立
区
勤

労
福
祉
会
館
の
職
員
の
方
々

に
は
、
会
場
設
営
か
ら
お
客

様
へ
の
ご
案
内
ま
で
、
終
始

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

出
演
者

十
四
名
（
敬
称
略
・

順
不
同
）
佐
藤
宗
昡
・
白
土

愛
眞
・
金
原
玄
周
・
中
谷
仁

美
・
岩
﨑
杏
泉
・
川
又
早
苗
・

手
塚
唯
次
・
清
水
奏
琉
・
神

崎
ひ
と
み
・
凛
百
果
・
浜
口

奈
津
子
・
福
田
有
倭
・
阿
部

治
（
運
営
）
・
八
川
林
加

（
運
営
）

◆
次
回
・
行
事
予
定

◎
十
二
月
一
日
（
日
）
江
東

区
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
て
、
恒
例
の
無
料
鑑
定
会

を
開
催
。

◎
十
二
月
三
十
一
日
（
火
）

～
二
〇
二
〇
年
一
月
一
日

（
水
）
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
新
春
イ
ベ
ン
ト
「
新
春
占

い
会
」
に
参
加
。

◎
一
月
一
日
（
水
）
～
三
日

（
金
）
岩
月
大
師
（
弥
勒
蜜

寺
）
様
に
て
、
恒
例
の
新
年

鑑
定
会
を
開
催
。

※
鑑
定
会
参
加
メ
ン
バ
ー
は

い
ず
れ
も
、
前
回
と
同
様

◎
有
宵
会
・
新
春
初
参
り

令
和
二
年
二
月
吉
日
（
※
）

検
見
川
神
社

様
（
千
葉
市

花
見
川
区
検
見
川
町
一
-
一
）

※
現
在
、
日
程
を
調
整
中
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事
務
局
だ
よ
り
】

【
重
要
】

■
新
年
一
月
の
定
期
例

会
は
、
会
場
が
変
わ
り

ま
す
！

日
時
／
令
和
二
年
一
月

二
十
五
日
（
土
）
十
三

時
か
ら
十
七
時
ま
で

会
場
／
神
田
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
６
階

（
ク
リ
エ
ク
ロ
ス
内
）

N
A
T
U
L
U
C
K

（
ナ
チ
ュ

ラ
ッ
ク
）
神
田
駅
前

会

議
室

（
東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶

町
２
ー
３
―
２
）
Ｊ
Ｒ
神

田
駅

東
口
か
ら
徒
歩
２

分
・
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

神
田
駅
か
ら
徒
歩
２
分

神
田
消
防
署
鍛
治
町
出
張

所
と
な
り

講
演
／
福
田
有
宵
先
生
・
佐

藤
宗
昡
先
生
に
よ
る

｢

令
和

二
年
の
大
予
想｣

を
始
め
、

複
数
の
先
生
方
か
ら
の
ご
講

演
も
検
討
中
。

一
般
の
方
（
非
会
員
）
も
ご

参
加
可
。
※
（
一
般
参
加
費

一
五
〇
〇
円
が
必
要
）

な
お
、
例
会
終
了
後
の
懇
親

会
の
有
無
は
、
当
日
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

■
九
月
度
（
前
回
）
総
会
参

加
者

４
２
名
の
方
が
ご
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

■
有
宵
会
のT

w
i
t
t
e
r

（
ツ

イ
ッ
タ
ー
）
を
開
設
し
ま
し

た
。
有
宵
会
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
発
信
し
て
参
り
ま

す
。
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
共
々
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。早

い
も
の
で
、
令
和
元
年

も
終
盤
に
入
り
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
に
は
、
お
元
気
で

新
し
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ

い
。

事
務
局
長

八
川
林
加

編
集
後
記

令
和
元
年
も
後
三
十
日
余

り
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
皆
さ
ま
方
か
ら
の

ご
協
力
の
お
陰
で
無
事
に

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
令
和
二
年
で
有
宵
会

だ
よ
り
も
い
よ
い
よ
百
号

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、
一
重
に
皆
さ
ま
方

か
ら
の
ご
支
援
の
賜
物
と

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。


